































































































































































































　平成 23 年度は、7/6 と 3、/ と 8 に参
加させていただいたが、7 月（前期）は 2 年生、
 月（後期）は  年生が参加した。
　7/6、3 は、 学期の最終回となり、修了式






































親子ふれあい教室は、0 から  歳児とその親を
































成 23 年度はそのうちの 3 ブロックから依頼が
あり、担当させていただいた（第 2 ブロック：













































































































成 22 年度よりゼミでそろいの T シャツを作り、
学内外を含めイベント時には着用するようにし
ている。その結果、参加者が多くても学生の姿
を見つけることができ、不測の事態に備えるこ
とができるようになった。
②学生のレポートから
　学生にとってこのようなイベントの企画をし、
実践をすることは貴重な機会であり、多くの学
びを得られるが、学生のレポートからその学び
を具体的に見ていきたい。
　 年生で多く言及されている点は、見て学ぶ
ことの大切さである。例えば
　子どもたちが来だすと先輩達はすっと子ども
の方へ行き、話しかけながらお母さんとの会話
を大切にしていました。そうすることで子ども
が安心して自分たちに話しかけてくれるように
なりました。私はただ子どもに声を掛けること
しかできなかったので本当にすごいなと感じま
した。
　ペープサートや踊りをする時の盛り上げ方、
声の大きさや明瞭さなど私と違うところがたく
さんあり、とても勉強にありました。
　に代表されるように 2 年生の姿から学ぶとい
うことである。 年生はこのような地域子育て
支援でどのような活動がなされているかという
ことに関してほとんどといってよいほど知識は
ない。その時にまずモデルとなるのは 2 年生で
あり、2 年生の動きから親との関わり方、保育
技術等多くのことを学んでいる。
　また、もう  点は児童センターの職員、ある
いは教員から学ぶということがあげられる。
　この日は施設の方がクリスマスの踊りをされ
ました。踊りはもちろんはっきりしていてとて
も楽しくなりました。が、踊りを踊る前後の言
葉や動きで子どもを一瞬で引きつけるような
ユーモア溢れる流れで本当に感動しました。お
母さんも施設の方の口調で笑っていたりと、私
たちの時とは全く違う雰囲気でした。こういう
出し物が本物なんだと思いました。いつかはこ
の施設の方たちみたいな出し物ができるように
なりたいと強く思いました。
　先生が子どもの前で話をすると先生の表情が
ガラリと変わり、子どもに分かりやすいように
優しい声でした。先生が子どもや親さんとわら
べうたをしている時の雰囲気がとても印象的で
こんな先生だったら保護者の方も安心するんだ
ろうなぁと思いました。
　 年生は実習前であるため、実際に活動して
いる姿を見る機会はほとんどない。さらに児童
センターは幼稚園や保育所とは参加者のニーズ
が異なり、職員の方々は参加者を楽しませる高
い技術を持っている方々が多い。また、教員も
授業の中では演じることに限界があり、現場し
か出せない雰囲気もある。そのようなことを身
をもって経験することは言葉では伝える以上の
学びとなるように思う。
　 年生は先輩、職員、教員等モデルから学ぶ
ということが主であるが 2 年生は学びが具体的
になってくる。
　ハプニングはつきものだったのでそうした時
に臨機応変に対応していく力が必要だと知りま
した。
　
　楽しくイベントを行うためには色んなことに
注意して行かないといけないと思いました。制
作では、はさみが危険なので親の方にやっても
らったり、そばで見守ることが大切ですし、遊
びの時も一緒に遊びながらそばに危険なものが
ないか、ぶつかったりしてしまわないかと注意
をして見ていくことが大切だと思いました。
実践活動「あそびの森」の総合的検証（２）
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　私が身についたと思うことは３つあります。
 つ目は、人の前に立ち、胸を張り、自分自身
も楽しみながら活動ができるようになった事で
す。・・・中略・・・2 つ目は子どもたちの「や
りたい」「遊びたいけど、怖い」などの気持ち
を受け止め、個人にあった支援を考えることが
できるようになった事です。・・・中略・・・3
つ目は活動を行う環境構成や、活動に使う道具、
子どもたちの様子を見て、どういった事が危険
か、怪我につながる事はないかなど、危険予測
をし、事前に注意をして、危険を取り除いてお
くなど、する事ができるようになった事です。
子どもたちが転ばないよう、ブルーシートはし
わがないよう伸ばしてしっかり固定したり、「つ
るつる滑るから気をつけてね。」と子どもたち
に声をかけたり、保護者の方に「靴下を脱いだ
方がすべりませんよ。」と伝えたり私たちから
行動することが重要だと学びました。子育て支
援に参加すればするほど、「あそこが危ないな」
と自然と気づくことができるようになり、学生
同士、「あそこが危ないと思うんだけどどうす
ればいいかな？」「～に注意してね。」と声をか
けあうことができるようになりました。ゼミ T
シャツを作ったことによって、参加者が多くて
も学生をすぐに見つけることができ連携がとり
やすくなりました。
　以上の記述からもわかるように 2 年生になる
と自分たちで考え、行動できる力がついてきて
いる。その力は実習に、就職試験に役立ったと
述べている学生も見られた。これらの力は一朝
一夕についたものではなく、多くの学生が言及
しているように「回数を重ねていく」ことによっ
て身についていくものである。そして学生自身
が「身についた」と自覚できたということが大
切な点である。そのことが自分の自信となり、
実習あるいは就職試験にのぞむことができる。
　参加者の感想および学生のレポートから学外
活動の意義について考えてみたい。保護者との
コミュニケーションの取り方や子育て支援活動
を行う際の配慮事項等については、学内で実施
されるあそびの森と同様に学習することがで
きる。学外での活動はそれに加えて地域の子育
て支援活動の現状を知ることができるというメ
リットがある。
　学生は、地域でどのような子育て支援がなさ
れているか、学ぶ機会を持つことが難しい。し
たがって、学外での活動は、地域での子育て支
援の現状を知ることができ、さらに、地域の方々
と協働することの大切さや難しさを知ることが
できると思われる。また、参加者の感想から学
生が活動に参加することを喜んでいただいてい
ることがわかる。このように地域の方々のニー
ズを知り、地域の方々に喜んでいただけるとい
う経験は、地域貢献について考えるよいきっか
けになるのではないだろうか。
　保護者とのコミュニケーションの取り方や子
育て支援イベントを行う際の配慮事項を学び、
身につけるには学生からのレポートからもわか
るように、「回数を重ねる」ことが重要である。
学内でのあそびの森だけでは回数に限りがある
ので地域での活動に参加させていただくことで
経験回数を増やすことができる。
　今後もこのような機会をできる限り多く持て
るよう検討していきたい。
おわりに
　今回振り返ってみると、これらの出張あそび
の森は、保護者、すなわち地域のニーズに即し
た活動であることがわかる。それと同時に学生
はこれらの活動により非常に多くのことを学ぶ
ことができているのだと改めて感じた。
　両者にとってともにメリットがある出張あそ
びの森であるが、どちらか一方に負担や不満が
あるという関係でなく、対等な立場で活動を進
められることが重要である。そのためにも主催
者と打合せを密にし、しっかりと連携をとるこ
とが求められる。
　また、出張する回数が増えることにより、準
備する時間が十分にとれないことは避けなけれ
ばならない。特に中途半端なパフォーマンスを
することは参加者に対して失礼なことであり、
参加者にとっては  回限りであるという責任を
自覚し、完成度の高い講座を実施する必要がある。
　さらに送迎にスクールバスを使わせてもらえ
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ることで、これら出張あそびの森が可能となっ
ており、学校側および関係各位に感謝申し上げ
る次第である。
